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＜会社沿革＞

1983年 東京都にて創業
1998年 兵庫県に事業所開設
2002年 遺伝情報解析室・GIS解析室 開設
2014年 計画策定支援室 開設
2015年 認定鳥獣捕獲等事業者に登録
2020年 広島県に事業所開設
2023年 職員数 77名、資本金 5,200万円

１９９０年代初頭
全国的に鳥獣被害が増加

１９９９年 鳥獣法改正
特定計画制度

２０１３年 農水省・環境省
「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」

２０１５年 鳥獣法改正
認定鳥獣捕獲等事業者制度

会社沿革



県求められる人材

✓ 優れた技術を習得し、熱意をもって鳥獣問題を解決できる人
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県求められる人材

＜専門人材＞

農水省 農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー 6名
環境省 鳥獣保護管理プランナー 21名

鳥獣保護管理捕獲コーディネーター 22名
鳥獣保護管理調査コーディネーター 26名

銃所持 延べ62名（猟銃 17名 麻酔銃 45名）
獣医師 9名
博士 13名

✓ 優れた技術を習得し、熱意をもって鳥獣問題を解決できる人



県人材育成

●人材育成方針とアクションプランの作成
●研修期間（1年～３年）
●研修プログラム（座学・実習・OJT）
●技術習得レベルの評価
●職務に応じた研修（OFF-JT）
●プロジェクトサポート制
●チーム制（師弟制）の導入
●各種制度（自主研究・海外研修制度、学会参

加補助制度、論文報償費制度、資
格補助制度）



県人材育成

＜人材の確保＞

●採用
インターン・企業説明会・経験者採用・新卒採用

●離職率を下げる
10年平均 2.06％

●職員が心豊かに生き生きと働ける環境づくり
多様な勤務形態➣裁量労働制・時短勤務・在宅勤務
ライフワークバランス➣育児介護休暇と有給休暇の取得推進
メンタルヘルスケア➣「心の健康づくり計画」産業医の配置
ハラスメント➣ハラスメント防止規定



県人材育成
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